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事務事業番号 10103070002

事務事業名 桜の名所づくり事業

事業開始年度 2008(H20）年度 担当部署  土木部　公園みどり課

目　　　的
（何のために）

市の花「桜」をより広く普及するため、桜の名所づくりなど「花に囲まれたまちづくり」を推進し、桜会議や庁内
関係部署と連携を図り桜の植樹を進める。

対　　　象
（誰・何を対象に）

市民及び他市からの来訪者

事業内容
市花「桜」をより市民に楽しみ親しんでいただくために、平成27年度までに4,100本の桜を船橋川や穂谷川
の自然巡回路及び各公園等に桜の植樹を行う。（財団法人日本さくらの会から恵与される年間約50本の桜
やその他団体からの寄付のあった桜を植樹する。）

根拠法令 桜の名所づくり事業

実施方法
■直営 □委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

類似事業 花いっぱい運動

事業の必要性
多くの人が愛着や誇りを感じることができるまちへと発展するため、市花「桜」を中心に植樹し枚方ブランドと
しての定着を図る。
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従事職員数 概算人件費

コ　　ス　　ト

H23年度決算 H24年度決算 H25年度当初予算

0.70

人件費計(A) 5,663 1,600

従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

1,581

直接経費(B) 2,447 2,486 0

総事業費(A+B) 8,110 4,086 1,581

財源内訳

H23年度決算 H24年度決算 H25年度当初予算

国庫支出金

その他

一般財源 8,110 4,086 1,581

府支出金

受益者負担
(使用料等)

平成24年度
事業費の主な内訳

内　　　　　容 金　　　額

桜植栽委託（王仁公園ビオトープ周辺） 2,486

千円

千円

事業費の主な内訳
(人件費除く)
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事務事業番号 10103070002

事務事業名 桜の名所づくり事業

事業開始年度 2008(H20）年度 担当部署  土木部　公園みどり課

156 171 100
活動実績

活動指標もしくは成果指標 H23年度 H24年度 H25年度(見込み)

植栽個所（公園数他） ７箇所 ６箇所 ４箇所

植栽本数

成果目標
（目標とする成果）

枚方八景「牧野公園」や都市公園（百済神社・王仁公園）、その他船橋・穂谷川では桜の開花シーズンに多
くの人が集まり花見をされている。中には他市からの来園もあることから、他の公園等にも桜の植栽で拡充を
図り多くの人が愛着を持つ「枚方ブランド」として活用していくことがこの事業の成果となる。

比較参考値 花と緑の街角づくり推進事業（茨木市）

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

事業費／植栽本数 51,987 23,894 0

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

花と緑の街角づくり推進事業（茨木市）
まちなかのみどり支援事業（花壇新設助成等）（箕面市）
緑と花の街づくり活動事業（四條畷市）

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続

　経費負担については、公園アダプト制度の推進を図り、市民団体による花壇
管理の拡充を図る。
　市民等との協働については、管理している街路樹に面した企業や商店等は、
街路を花等で彩ることによって、美化等の恩恵を受けることになるため、街路に
面した企業や商店等に街路樹等の管理を依頼することで事業の効果的な運営
を図っていく。

特記事項

・平成25年度　府の事業で、桜100本の無償配布がある。（予定）
・平成25年度は、都市公園3公園、緑地１箇所に直営で植栽する。
・現在、花に囲まれたまちづくり事業で行っている花壇（がんこ寿司枚方店前花壇）などの維持管理を近隣
企業や商店会などに委ねる手法を取っていることから、桜植栽後の軽微な維持管理作業等についても近隣
企業や商店会・アダプトプログラムなどの民間を活用することで維持管理経費の削減を図る。

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策
（平成24年度）

現状のまま継続 桜の植栽を推進する。

一次評価結果
（平成24年度）

・市民と行政の協働による事業効率化実現の可能性があるのでは
・経費負担を含め市民参加の手法について検討が必要では


